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「
大
名
評
判
記
」
と
は
な
に
か

　
　
　
　
　
　
『
武
家
勧
忍
記
』

の
位
置
か
ら

こ
ち
ら
も
細
か
く
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
新
し
い
史
料
を
中
心
に
、
大
名
を
評
価
し
た
基
準
、
ひ

い
て
は
大
名
に
要
求
さ
れ
た
基
準
を
明
確
に
し
、
評
者
側
の
意
図
に
迫
り
た
い
。

班
の
共
同
作
業
の
都
合
上
、
『
武
家
勧
忍
記
（
・
）
』
を
中
心
に
と
り
あ
げ
る
。

綱
川
歩
美

は
じ
め
に

　
「
大
名
評
判
記
」
と
銘
打
た
れ
た
『
土
芥
窟
離
記
』
の
”
謎
”
は
解
け
る
ど

こ
ろ
か
、
さ
ら
に
難
解
な
課
題
を
我
々
に
提
示
し
て
き
て
い
る
。
今
年
度
の
共

同
研
究
で
は
、
新
た
な
「
大
名
評
判
記
」
が
発
掘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
研
究
の

範
囲
を
格
段
に
広
げ
る
と
と
も
に
、
更
な
る
研
究
の
触
手
を
の
ば
す
こ
と
を
要

求
し
て
い
る
。
新
史
料
『
諫
懲
後
正
記
』
『
武
家
勧
懲
記
』
ま
た
、
『
武
家
勧
学

記
』
は
、
い
ず
れ
も
『
土
芥
冠
群
鳥
』
と
同
じ
く
、
大
名
の
概
略
に
つ
づ
き
「
評

文
」
を
付
し
て
い
る
。
こ
の
「
逸
文
」
が
「
大
名
評
判
記
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ

ー
と
し
て
一
応
括
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
大
名
を
評
価
す
る
と
い
う
の
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
こ

と
だ
ろ
う
か
。
評
価
と
い
う
体
裁
を
と
る
以
上
、
評
価
さ
れ
る
側
の
大
名
は
殿

誉
褒
疑
に
さ
ら
さ
れ
る
。
そ
し
て
評
者
が
何
を
も
つ
て
判
断
を
下
し
て
い
る
か

と
い
う
理
想
や
意
思
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
作
者
も
評
者
も
不
明

と
い
う
↓
連
の
「
大
名
評
判
記
」
を
解
く
鍵
が
、
こ
れ
ら
の
「
評
価
基
準
」
に

秘
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
「
紋
切
り
型
の
儒
学
道
徳
（
、
）
」
と
さ
れ
て
い
る

が
、
改
め
て
精
緻
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
ほ
ぼ
石
高
順
に
大
名
を
羅
列
し
た
体
裁
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
大
名
の
比
較
的
認
識
を
前
提
と
し
て
い
る
と
さ
れ
る
（
・
）
。
こ
れ
は
「
大

名
評
判
記
」
を
読
む
側
に
照
準
を
あ
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
　
一
方
で
そ
の
作

成
者
側
の
視
点
が
希
薄
で
あ
る
。
何
の
た
め
の
評
価
な
の
か
、
な
ぜ
作
ら
れ
た

の
か
と
い
う
、
作
者
の
含
意
と
初
発
の
動
機
を
時
代
的
背
景
と
重
ね
な
が
ら
、

一
　
『
武
家
勧
旧
記
』
と
い
う
「
大
名
評
判
記
」

（
1
）
『
武
家
勧
忍
記
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て

　
元
禄
三
年
前
後
の
記
述
と
さ
れ
る
『
土
芥
憲
雛
記
』
を
は
さ
ん
で
、
『
武
家
勧

懲
記
』
が
延
宝
三
年
、
『
諌
懲
後
正
記
』
が
元
禄
一
四
年
頃
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
『
武
家
勧
忍
記
』
に
つ
い
て
は
、
上
記

三
点
よ
り
も
前
の
時
代
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
明
確
で
は
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず

は
列
記
さ
れ
た
大
名
名
か
ら
、
内
容
の
年
代
を
策
定
し
た
い
。

　
一
瞥
し
て
ほ
と
ん
ど
の
大
名
が
、
幕
藩
体
制
下
で
領
知
を
与
え
ら
れ
た
初
代

も
し
く
は
二
代
目
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
他
の
三
栄
よ
り

も
早
い
時
期
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　
次
に
、
い
く
つ
か
基
準
と
な
り
そ
う
な
大
名
を
取
り
出
し
て
み
る
。
ま
ず
作

成
の
下
限
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
尾
張
徳
川
家
義
直
と
光
義
、
紀
伊
徳
川
家
の

頼
宣
と
光
貞
、
水
戸
徳
川
家
の
頼
房
と
光
囲
が
そ
れ
ぞ
れ
、
　
一
つ
の
大
名
家
の

な
か
に
併
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
紀
伊
と
水
戸
に
関
し
て
は
、
「
国
の
政
道

任
セ
サ
ル
故
」
と
あ
っ
て
家
督
は
前
者
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
紀
伊
家
は
寛

文
五
年
に
、
水
戸
家
は
寛
文
元
年
に
継
い
で
い
る
の
で
、
す
く
な
く
と
も
寛
文

元
年
以
前
と
な
る
。
ま
た
、
徳
川
綱
重
、
綱
吉
に
つ
い
て
も
、
所
領
が
定
ま
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
寛
文
元
年
以
前
は
確
実
で
あ
る
。

　
で
は
、
上
限
は
ど
こ
ま
で
遡
れ
る
だ
ろ
う
か
。
徳
川
綱
重
を
「
征
夷
大
将
軍

家
綱
公
御
舎
弟
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
家
光
の
死
去
後
、
家
綱
の
治
世
で
あ

る
か
ら
慶
安
四
年
以
降
は
確
定
で
き
る
。
さ
ら
に
真
田
家
か
ら
絞
っ
て
み
る
。

真
田
信
政
は
万
治
元
年
に
六
三
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
本
書
の
家
督
は
息
子
の

信
房
（
の
ち
に
幸
道
）
に
な
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
二
歳
で
世
襲
し
た
信
房
に
対

し
て
、
評
者
は
幼
稚
の
た
め
評
価
に
及
ば
な
い
と
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
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信
房
世
襲
か
ら
遠
く
な
い
時
期
、
万
治
元
年
以
降
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

『
武
家
勧
工
記
』
の
成
立
年
代
は
万
治
元
年
以
降
、
寛
文
元
年
以
前
、
つ
ま
り

万
治
年
間
（
三
年
間
）
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
次
に
構
成
の
問
題
で
あ
る
が
、
先
述
の
通
り
大
名
の
氏
名
・
妻
子
・
続
柄
・

領
知
の
概
況
・
家
老
名
・
大
名
個
人
の
性
格
・
資
質
に
つ
づ
き
、
「
愚
子
義
日
」

と
三
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
作
者
・
評
者
に
つ
い
て
興
味
深
い
の
が
、
評
者
は

前
文
を
「
本
文
」
と
呼
び
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
如
何
本
文
之
作
有
ノ
心
得
計

カ
タ
シ
」
と
い
う
よ
う
に
、
異
見
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
文
と
評

文
と
で
書
き
手
が
異
な
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
踏
み
込
ん
で
言
え
ば
、
大

名
個
人
の
デ
ー
タ
が
評
者
に
示
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
「
評
価
」
を
下
し
た

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
こ
の
評
者
は
「
教
戒
ノ
巻
ニ
モ
日
記
二
略
ス
」
と
、
冒
頭
に
度
々
振

り
返
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
教
法
ノ
巻
」
も
評
者
の
作
と
考
え
る
こ
と
が
出
来

る
。　
で
は
、
実
際
に
『
武
家
芝
桜
記
』
の
評
者
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
大
名
を
判

じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
大
名
に
付
さ
れ
た
評
文
と
「
教
法
ノ
巻
」
に
表

さ
れ
た
も
の
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
2
）
『
武
家
勧
忍
記
』
の
評
価
基
準

　
合
計
一
七
〇
名
に
及
ぶ
大
名
の
評
文
は
（
、
）
、
「
誉
レ
」
の
有
無
、
「
善
将
」
「
愚

将
」
と
い
っ
た
語
句
で
無
断
さ
れ
て
い
る
。
「
評
価
基
準
」
で
あ
ろ
う
具
体
的
な

語
句
を
抜
き
出
し
、
　
一
覧
に
し
た
の
が
表
1
で
あ
る
。
最
も
言
及
が
多
く
、
重

要
な
判
断
基
準
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
「
文
武
」
の
学
問
の
有
無
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
4
0
酒
井
忠
直
は
「
将
ト
シ
テ
文
武
両
道
ヲ
学
事
最
可
也
」
と
い
う
よ

う
に
、
領
主
と
し
て
の
嗜
み
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
「
教
法
ノ
巻
」
で
も

冒
頭
か
ら
「
天
下
国
家
之
司
タ
ル
人
常
々
可
肝
心
心
門
文
武
両
道
之
事
」
と
箇

条
書
き
さ
れ
、
評
者
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

「
主
将
」
と
し
て
、
つ
ま
り
は
大
名
と
し
て
「
文
武
」
の
学
問
が
必
要
と
さ
れ

る
の
は
、
そ
の
中
身
に
あ
る
。
評
者
は
、
文
武
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

　
「
叢
雲
人
民
愛
ス
ル
ノ
本
、
武
ハ
国
家
之
政
道
ヲ
謀
ル
ノ
本
工
」
（
1
8
黒
田

光
之
）

　
も
う
少
し
こ
と
ば
を
拾
っ
て
補
う
と
、
「
古
往
聖
賢
ノ
教
法
ヲ
学
ハ
レ
、
其
地

意
ヲ
旨
ト
シ
、
心
身
ヲ
正
順
ニ
シ
テ
天
下
国
家
之
安
全
ナ
ラ
ン
事
ヲ
欲
セ
サ
ル

ヘ
シ
」
（
「
教
法
ノ
巻
」
）
と
い
う
。
つ
ま
り
は
『
大
学
』
の
八
条
目
に
代
表
さ

れ
る
、
正
意
か
ら
平
天
下
と
い
う
儒
学
徳
目
の
実
践
を
促
し
て
い
る
。
文
は
「
事

物
ノ
道
理
」
を
明
ら
か
に
し
「
国
政
ヲ
行
」
い
、
武
は
武
備
に
よ
っ
て
「
乱
騒

ヲ
治
メ
」
る
た
め
の
心
学
な
の
で
あ
る
、
一
国
の
治
者
と
し
て
い
か
に
国
を
治

め
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
道
理
や
学
問
に
よ
っ
て
提
示
し
、
そ
れ
が
「
評
価
」

の
重
要
な
基
準
に
な
っ
て
い
る
。
「
天
下
国
家
ノ
安
全
ヲ
行
フ
」
と
い
う
点
で
、

文
武
の
学
問
は
別
で
は
な
く
表
裏
一
体
で
あ
る
。

　
「
乱
レ
タ
ル
ニ
ハ
武
ヲ
以
テ
鎮
ム
ヘ
シ
、
文
ナ
ク
ン
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
静

　
ナ
ラ
バ
文
ヲ
以
テ
治
ム
ヘ
シ
、
武
ナ
ク
ン
ハ
有
ヘ
カ
ラ
ス
。
故
二
古
往
治
国

　
ノ
良
将
ハ
文
ヲ
先
ニ
シ
テ
武
ヲ
不
忘
、
乱
国
ノ
良
将
二
二
ヲ
先
ニ
シ
テ
文
ヲ

　
不
忘
ト
云
リ
。
」
（
「
教
法
ノ
巻
」
）

　
国
家
の
治
乱
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
学
問
を
使
い
分
け
、
か
つ
一
方
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
治
ハ
乱
ノ
前
、
乱
ハ
治
ノ
前
」
と
い
う

よ
う
に
、
油
断
を
誠
め
る
た
め
で
あ
る
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
近
世
大
名
の
置
か
れ
た
位
置
は
治
の
時
代
で
あ
り
、
「
文
ヲ

先
ニ
シ
武
ヲ
後
ニ
ス
ル
事
」
（
5
0
水
野
勝
貞
）
と
文
道
の
優
位
が
説
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、
武
道
に
関
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
血
気
ノ
勇
」
と
し
て
「
文
ノ
道

ノ
不
知
」
（
4
5
久
松
定
重
）
た
め
と
断
じ
、
主
将
の
器
の
勇
で
は
な
い
と
否
定

し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
支
配
の
観
点
か
ら
文
武
の
学
問
が
必
要
と
さ
れ
か
な
り
重
要

な
基
準
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
い
。
矛
盾
す
る
よ
う
だ
が
、

文
武
両
道
の
大
名
に
対
し
て
「
不
学
二
劣
」
る
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
（
1
1

4
鳥
居
忠
春
）
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
評
価
に
な
る
の
か
と
い
う
と
、
1
6
島
津
光

久
の
例
を
引
い
て
み
る
。

　
「
文
武
両
道
甚
勝
レ
タ
リ
ト
モ
奢
戸
長
シ
、
国
家
之
政
道
モ
法
二
背
カ
バ
善

ト
ハ
云
カ
タ
シ
」

　
鳥
居
に
関
し
て
は
「
学
テ
仁
道
ヲ
不
正
ト
キ
ハ
不
学
二
劣
」
る
と
述
べ
る
。
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つ
ま
り
は
、
実
際
の
政
治
に
学
ん
だ
こ
と
が
活
か
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
7
徳
川
重
重
の
平
文
に
あ
る
よ
う
に
、
学
ん
で
理
に
拘
泥
し
す
ぎ
る
と
、

却
っ
て
妨
げ
と
な
る
と
も
い
う
。
そ
れ
は
「
賢
二
勝
ル
人
ハ
潔
白
行
二
理
ヲ
ツ

ケ
テ
法
ヲ
破
」
る
た
め
悪
事
が
道
理
を
も
っ
て
ま
か
り
通
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

危
惧
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
文
武
之
道
ヲ
不
知
人
ハ
理
二
叶
事
ア
レ
ト
モ
カ
ナ
ラ
ス
大
道
ノ
理
二
不
当
シ

　
テ
…
之
大
道
ト
云
ハ
是
文
字
書
籍
ノ
物
々
ヨ
リ
出
ル
ナ
レ
ハ
不
叶
三
三
（
4

　
1
阿
部
利
重
）

　
過
ぎ
る
こ
と
を
牽
制
し
な
が
ら
も
、
「
文
武
」
を
学
び
道
理
を
弁
え
る
こ
と
が

大
名
に
要
求
さ
れ
る
。

君
子
ノ
徳
ハ
タ
ト
ヘ
ハ
風
、
小
人
ノ
即
処
草
ノ
如
シ
。
草
二
風
ヲ
加
レ
丁
霊
ナ

ビ
キ
伏
モ
ノ
也
。
其
コ
ト
ク
上
二
有
人
善
ヲ
好
三
吟
民
ナ
ビ
キ
化
シ
テ
従
フ
ナ

リ
（
7
0
藤
井
忠
国
）

　
右
に
い
う
よ
う
に
、
大
名
と
家
臣
万
民
は
風
と
草
の
関
係
に
例
え
ら
れ
る
。

支
配
者
の
徳
如
何
で
、
支
配
さ
れ
る
側
の
徳
化
を
左
右
す
る
の
で
あ
る
。
「
将
ハ

国
之
民
芸
、
将
能
制
勝
則
国
家
安
定
」
（
2
9
佐
竹
義
隆
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

国
家
の
存
亡
は
大
名
個
人
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
案
ス
ル
ニ
主
将
ト
シ
テ
ハ
塩
剥
諸
民
ヲ
我
子
ノ
如
ク
ニ
愛
ス
ヘ
シ
。
恵
ク
ム

　
コ
ト
薄
ウ
シ
テ
是
ヲ
憐
ム
事
ナ
ケ
レ
文
民
ノ
恨
ミ
出
来
リ
終
焉
罐
ト
ナ
ル
事

　
多
シ
。
君
子
ハ
徳
ヲ
以
テ
政
ヲ
執
行
三
二
民
ノ
恨
ム
ル
事
ナ
シ
。
必
ス
恨
ミ

　
ヲ
フ
ク
ミ
ア
タ
ヲ
ナ
ス
者
ニ
ハ
猶
々
恵
ミ
ヲ
施
シ
是
ヲ
愛
ス
ヘ
シ
。
其
恩
別

　
シ
テ
厚
ク
成
テ
其
儲
ト
ナ
ル
民
却
テ
政
道
ノ
タ
ス
ケ
ト
ナ
ル
事
多
キ
者
ナ
リ
。

　
荷
子
日
君
舟
也
臣
者
水
也
世
辞
載
舟
水
則
覆
舟
、
此
心
ヲ
以
テ
君
臣
ノ
道
少

　
シ
モ
不
違
、
諸
民
ヲ
愛
ス
ル
事
水
魚
ノ
コ
ト
ク
可
心
得
也
。
（
「
教
法
ノ
巻
」
）

　
ま
た
、
「
君
子
」
が
徳
を
も
っ
て
憐
れ
み
政
治
を
行
う
と
き
は
、
家
臣
も
諸
民

も
恨
む
事
な
く
、
国
家
は
収
ま
り
・
や
す
い
と
す
る
。
君
臣
関
係
は
『
荷
子
』
の

船
と
水
に
、
君
民
関
係
は
『
論
語
』
の
魚
と
水
に
た
と
え
ら
れ
、
心
得
る
べ
き

と
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
、
大
名
を
判
じ
る
基
準
と
し
て
評
者
が
最
も
重
視
し
て
い
る
文
武
の
観

点
を
取
り
上
げ
て
み
た
。
評
者
の
視
点
か
ら
見
る
限
り
、
『
武
家
勧
忍
記
』
は
、

大
名
を
評
価
す
る
と
い
う
次
元
に
は
留
ま
ら
ず
、
大
名
理
想
像
を
作
り
上
げ
、

提
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
文
武
の
学
問
が
「
国
家
安
定
」
（
2
9
佐
竹

義
隆
）
や
、
「
家
民
ヲ
憐
ミ
タ
ル
」
（
3
4
本
多
政
勝
）
と
い
っ
た
、
領
民
や
家

臣
の
統
率
に
よ
る
治
国
を
最
終
目
的
に
順
当
に
達
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
語

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
、
統
治
学
、
　
一
種
の
大
名
帝
王
学
の
書
と

い
う
見
方
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

二
　
『
貞
観
紫
藍
理
解
』
と
い
う
書
籍

　
前
節
に
お
い
て
、
「
評
価
」
さ
れ
る
大
名
の
理
想
像
を
評
者
の
基
準
に
そ
っ
て

見
て
き
た
。
こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
浮
か
ぶ
。
『
武
家
勧
二
心
』
を
は
じ
め
と
し

て
、
「
大
名
評
判
記
」
に
は
当
然
な
が
ら
大
名
の
「
評
価
」
し
か
さ
れ
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
「
評
判
記
」
を
一
種
の
帝
王
学
の
書
と
し
て
考
え
る
と
き
、
別
の

次
元
で
そ
れ
を
必
要
と
し
た
人
物
が
い
る
。
大
名
諸
侯
の
君
に
あ
た
る
将
軍
そ

の
人
で
あ
る
。

　
近
世
社
会
に
お
い
て
、
世
俗
的
権
力
の
頂
点
に
い
た
将
軍
で
あ
る
が
「
大
名

評
判
記
」
の
な
か
に
は
現
れ
な
い
。
大
名
を
「
評
価
」
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら

当
然
と
い
え
ば
そ
う
な
の
だ
が
、
大
名
が
個
別
に
「
評
価
」
さ
れ
理
想
的
な
あ

り
方
を
宣
揚
さ
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
将
軍
の
統
治
学
の
モ
デ
ル
が
あ
っ
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
1
）
『
貞
観
平
芝
諺
解
』
の
成
立

　
慶
安
四
年
置
十
巻
本
の
｝
書
が
作
成
さ
れ
幕
府
へ
献
上
さ
れ
て
い
る
。
書
名

は
『
貞
観
政
二
二
解
（
・
。
）
』
、
作
者
は
林
出
山
で
あ
る
。

　
貞
観
政
要
諺
解
全
部
十
巻
、
先
考
辛
卯
早
秋
、
応
阿
部
豊
後
守
忠
秋
之
求
以

　
作
之
被
備
、
　
幕
府
之
英
覧
其
後
、
先
考
因
若
狭
羽
林
之
請
写
一
部
而
寄
之
、

　
明
暦
丁
野
鼠
春
之
災
家
本
焚
亡
、
黒
月
講
論
当
面
羽
林
之
本
写
之
補
其
所
亡

　
以
蔵
家
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
暦
丁
酉
七
月
　
　
　
　
　
春
斎
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右
は
、
寛
文
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
同
書
に
付
さ
れ
た
、
林
春
斎
の
賊
文
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
雪
山
が
阿
部
忠
秋
に
頼
ま
れ
て
、
『
貞
観
政
要
諺
語
』
を

作
成
、
献
上
し
た
と
い
う
。
忠
秋
と
い
え
ば
、
先
代
家
光
の
時
代
か
ら
老
中
職

に
あ
り
、
幕
府
中
枢
に
い
た
人
物
で
あ
る
。
勿
論
、
『
武
家
勧
忍
記
』
に
も
登
場

し
て
い
る
。
で
は
、
幕
府
首
脳
が
こ
の
時
期
、
羅
山
に
作
成
さ
せ
た
『
貞
観
政

要
諺
解
』
と
は
な
に
か
。

『
貞
観
政
平
野
解
』
は
、
「
諺
解
」
の
名
が
示
す
と
お
り
和
訳
し
た
漢
籍
で
あ
る
。

も
と
は
唐
の
時
代
、
太
宗
の
政
治
に
関
す
る
言
行
録
と
し
て
、
呉
競
が
綴
っ
た

『
貞
観
政
要
』
十
巻
四
〇
編
で
あ
る
。
太
宗
は
階
王
朝
の
後
、
中
国
を
一
統
し
、

三
百
年
に
わ
た
る
唐
朝
の
始
祖
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
治
世
を
貞
観
と

い
い
、
道
徳
政
治
が
行
わ
れ
た
理
想
的
な
時
代
と
し
て
「
貞
観
の
治
」
と
呼
ば

れ
る
。
太
宗
や
家
臣
ら
の
言
行
や
問
答
を
収
め
た
、
政
治
の
実
践
書
と
さ
れ
る

（
6
）
o

　
日
本
ニ
チ
モ
古
ヨ
リ
帝
王
此
書
ヲ
読
テ
君
臣
ノ
間
ヲ
ト
、
ノ
へ
治
乱
安
危
ノ

　
戒
ト
シ
、
政
ヲ
行
フ
ノ
助
ト
シ
タ
マ
フ
事
旧
記
二
見
タ
リ

　
野
山
も
『
諺
解
』
の
冒
頭
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
に
は
七
世
紀
ご
ろ

渡
来
し
、
以
後
知
識
人
の
必
読
書
と
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
家
康
も
そ
の
愛
読

者
で
、
慶
長
五
年
に
は
伏
見
版
と
し
て
出
版
し
て
い
る
。

　
出
版
さ
れ
た
『
諺
解
』
は
漢
文
を
崩
し
、
漢
字
に
仮
名
を
つ
け
、
語
句
の
説

明
も
挟
ん
で
い
る
。
献
上
さ
れ
た
『
諺
解
』
と
刊
本
で
あ
る
本
書
が
同
一
で
あ

っ
た
確
証
は
な
い
が
、
原
田
種
成
氏
も
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
慶
安
四
年
の
将
軍

代
替
わ
り
に
際
し
て
、
家
門
に
進
呈
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
刊
本
は
原
本

を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
（
，
）
。
ま
た
、
上
記
の
引
用
で
羅
山
が

「
帝
王
」
の
書
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
『
唾
石
』
が
新
将
軍
家
綱

の
手
本
と
し
て
期
待
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。

（
2
）
『
貞
観
政
要
』
『
貞
観
政
要
手
解
』
の
内
容

で
は
、
古
今
の
「
帝
王
」
が
「
政
ヲ
行
フ
ノ
助
」
と
し
た
『
貞
観
政
要
』
の

『
諺
解
』
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

唐
ノ
太
宗
即
位
ノ
後
群
臣
ヲ
ア
ツ
メ
テ
、
草
創
ト
守
文
ト
イ
ツ
レ
カ
難
ヤ
ト

勅
問
ア
リ
。
草
創
ハ
乱
ヲ
治
テ
初
テ
天
下
ヲ
取
コ
ト
ナ
リ
、
守
野
尻
治
レ
ル

時
二
乱
レ
サ
ル
ヤ
ウ
ニ
守
リ
治
ル
事
ナ
リ
。
此
ニ
ツ
ハ
何
レ
カ
大
事
ナ
ル
ヤ

ト
ノ
事
也
。

房
玄
齢
ト
云
ル
大
臣
奏
シ
ケ
ル
ハ
、
天
下
大
二
乱
テ
諸
国
ノ
大
将
我
モ
く

帝
王
ト
ナ
ラ
ン
ト
争
フ
所
ヲ
、
弓
矢
ヲ
以
テ
身
命
ヲ
惜
マ
ス
戦
ヒ
勝
テ
天
下

ヲ
取
バ
カ
タ
キ
事
ナ
レ
ハ
、
草
創
ヲ
難
ト
申
ス
ヘ
シ
。

此
時
魏
徴
奏
シ
ケ
ル
ハ
、
昔
ヨ
リ
天
下
ヲ
取
テ
後
政
ア
シ
ケ
レ
出
営
テ
天
下

ヲ
失
フ
者
多
シ
、
道
ヲ
知
テ
政
ヲ
ヨ
ク
シ
永
ク
天
下
ヲ
守
り
治
ム
ル
ハ
大
事

ナ
レ
ハ
白
文
ヲ
難
シ
ト
ス
ヘ
シ
ト
申
ス
。

太
宗
此
両
人
ノ
申
ス
ト
コ
ロ
ヲ
聞
テ
、
今
ス
テ
ニ
天
下
治
レ
リ
、
乱
レ
サ
ル

ヤ
ウ
ニ
群
臣
ト
相
謀
リ
政
道
ヲ
正
ス
ヘ
シ
。
然
レ
白
竜
徴
力
申
ス
ト
コ
ロ
ニ

シ
タ
カ
ハ
ン
ト
勅
セ
ラ
ル
。

　
サ
レ
ハ
唐
ノ
世
二
十
代
三
百
年
二
及
マ
テ
相
続
セ
ル
ハ
太
宗
ノ
政
ヲ
子
孫
ノ

帝
王
ヨ
ク
守
ル
故
ナ
リ
。

　
『
貞
観
政
要
』
の
最
も
有
名
な
部
分
、
草
創
と
守
文
に
つ
い
て
の
議
論
で
あ

る
。
房
玄
齢
と
魏
徴
と
い
う
二
人
の
大
臣
が
そ
れ
ぞ
れ
、
政
権
の
獲
得
と
持
続

に
つ
い
て
太
宗
に
答
え
、
今
は
治
の
時
代
で
あ
る
の
で
持
続
を
重
視
す
べ
き
と

し
た
。

　
下
線
部
は
、
『
貞
観
枢
要
』
本
文
に
は
な
い
と
こ
ろ
で
茶
山
が
付
け
加
え
た
も

の
で
あ
る
。
初
め
の
部
分
は
、
語
句
の
説
明
で
あ
り
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
よ
う
に
、
若
年
の
将
軍
が
読
む
こ
と
を
想
定
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
　
↓
四
声
の
下
線
部
は
、
難
山
の
意
見
で
あ
り
、
草
創

よ
り
も
守
文
に
重
き
を
置
い
た
太
宗
の
判
断
が
受
け
継
が
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

三
百
年
に
わ
た
る
唐
朝
が
実
現
し
た
と
し
て
い
る
。
羅
山
に
と
っ
て
も
政
権
維

持
こ
そ
が
現
実
的
課
題
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
ま
た
別
の

と
こ
ろ
で
『
諺
解
』
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
昔
ノ
聖
人
ノ
君
、
我
身
ニ
ト
リ
テ
政
ヲ
ナ
ス
。
彗
星
二
倭
何
ト
イ
ヘ
ル
賢
人

　
ア
リ
。
楚
王
コ
レ
ラ
召
テ
、
国
ヲ
治
ル
コ
ト
ヲ
ト
フ
。
倦
黒
身
ヲ
治
ル
道
ヲ

　
以
テ
対
フ
。
王
カ
サ
ネ
テ
国
ヲ
治
ル
コ
ト
如
何
ト
ト
フ
。
虐
何
対
ケ
ル
ハ
、

　
正
治
マ
ル
時
ハ
国
ヲ
サ
マ
ル
、
身
ミ
タ
ル
、
時
ハ
国
治
ラ
ス
ト
申
ス
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こ
れ
も
『
貞
観
政
要
』
本
文
を
そ
の
ま
ま
下
し
た
部
分
で
あ
る
が
、
治
国
の

基
本
は
君
主
自
身
の
修
養
で
あ
る
と
い
う
。
『
熔
解
』
は
本
文
を
受
け
て
、
安
定

し
た
政
権
運
営
は
、
君
主
の
心
に
収
敏
す
る
。

　
王
罪
状
ケ
ル
ハ
、
古
ノ
帝
王
政
ヲ
ス
ル
ニ
、
キ
ヨ
ク
シ
ツ
カ
ナ
ル
ヲ
用
ヒ
、

　
天
下
万
民
ノ
心
ヲ
以
テ
君
ノ
心
ト
ス
、
少
モ
私
ア
ラ
ス
。
近
代
ハ
専
ラ
万
人

　
ヲ
ソ
コ
ナ
ヒ
テ
上
ノ
ヨ
ク
ヲ
ホ
シ
ヒ
マ
、
ニ
ス
。
又
用
ル
所
ノ
大
臣
善
人
ニ

　
ア
ラ
ス
。
漢
ノ
世
ノ
宰
相
ハ
能
学
問
セ
リ
。
君
無
憂
シ
キ
コ
ト
ア
ツ
テ
是
ヲ

　
ト
フ
五
月
各
本
文
ヲ
考
ヘ
テ
、
其
政
ヲ
決
定
ス
。
是
ニ
ヨ
ツ
テ
人
人
礼
義
ヲ

　
シ
リ
、
太
平
ノ
政
行
ハ
ル
。
近
代
ハ
文
ヲ
軽
ン
シ
、
武
ヲ
重
ン
ス
。
武
ハ
法

　
度
ヲ
キ
ヒ
シ
ク
ス
ル
二
二
、
．
政
コ
マ
カ
ニ
ハ
シ
カ
ク
ナ
リ
テ
文
道
ヲ
ト
ロ
ヘ

　
テ
風
俗
ヲ
ホ
キ
ニ
ヤ
フ
ル
ト
申
ス
。
太
宗
此
味
ヲ
ヨ
ミ
シ
テ
百
官
ノ
中
学
問

　
ア
ツ
テ
政
ノ
大
抵
ヲ
シ
ル
者
ヲ
メ
シ
、
官
位
ヲ
ア
ケ
テ
択
ヒ
ツ
首
鼠
ル

　
別
の
大
臣
、
三
三
が
太
宗
に
言
上
し
た
箇
所
で
あ
る
。
王
桂
は
過
去
と
今
を

比
較
し
て
、
政
治
の
乱
れ
を
指
摘
す
る
。
王
た
る
も
の
は
私
心
の
な
い
心
で
も

っ
て
政
治
に
あ
た
り
、
学
問
の
あ
る
も
の
を
臣
下
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

「
太
平
ノ
政
」
は
人
々
が
「
礼
義
」
を
知
り
、
「
風
俗
」
の
乱
れ
を
抑
止
す
る
こ

と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
「
文
道
一
が
必
要
で
、
「
武
」
よ
り
も
重
ん
じ
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ど
こ
か
で
聞
い
た
よ
う
な
論
理
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
治
世
の
政
治
の
あ
り
か
た
を
、
学
問
（
こ
と
に
文
道
）
を
主

と
し
、
学
問
の
あ
る
家
臣
の
登
用
を
君
主
の
任
と
し
て
い
る
こ
と
を
抑
え
て
お

こ
う
。

　
貞
観
二
年
、
太
宗
何
ヲ
カ
名
君
ト
シ
、
何
ヲ
カ
暗
君
ト
ス
ル
ヤ
。
暗
君
ハ
ヲ

　
ロ
カ
ニ
ク
ラ
キ
蜀
錦
。
魏
徴
申
ケ
ル
ハ
、
君
ノ
明
ト
ナ
ル
事
ハ
諸
人
ノ
イ
フ

　
コ
ト
ヲ
聞
テ
其
ヨ
キ
ヲ
用
ル
、
故
二
面
ノ
云
コ
ト
上
二
通
シ
テ
サ
、
ヘ
フ
サ

　
カ
ル
コ
ト
ナ
シ
、
君
臣
上
下
ヨ
ク
通
ス
ル
感
官
。
君
ノ
暗
キ
コ
ト
ハ
、
賢
人

　
ヲ
用
ヒ
ス
、
ウ
ト
キ
者
ヲ
タ
テ
、
イ
ヤ
シ
キ
者
ノ
申
ス
コ
ト
ヲ
ハ
道
理
ニ
カ

　
ナ
フ
ト
云
コ
ト
ヲ
聞
入
コ
ト
ナ
シ
、
コ
レ
皆
エ
コ
ノ
私
法
。
故
二
遠
国
二
敵

　
ヲ
コ
ル
ト
イ
へ
共
コ
レ
ラ
退
コ
ト
ナ
シ
。
皆
是
君
ノ
暗
フ
シ
テ
シ
ラ
サ
ル
故

ナ
リ
。
イ
カ
ン
ソ
国
家
長
久
ナ
ラ
ン
ヤ
。

君
主
の
良
し
悪
し
は
い
か
に
判
断
さ
れ
る
か
、

と
い
う
核
心
を
つ
く
問
答
で

あ
る
。
「
明
君
」
「
暗
君
」
の
違
い
は
、
「
賢
人
」
の
登
用
、
ま
た
は
理
の
通
っ

た
諌
言
を
受
け
入
れ
る
か
否
か
に
よ
る
。
君
主
と
家
臣
と
の
意
思
疎
通
が
容
易

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
政
治
が
達
成
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
政
治
運
営
は
、
君
主
一
人
の
心
持
ち
と
同
時
に
、
と
も
に
政
治
を

支
え
る
家
臣
の
選
択
と
健
全
な
君
臣
関
係
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
羅

山
は
、
「
暗
君
」
で
は
国
家
は
長
続
き
し
な
い
と
付
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
『
貞
観
政
六
経
解
』
の
内
容
を
か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
し
た
。
勿
論
、
内

容
は
こ
れ
だ
け
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
が
、
君
主
と
し
て
い
か
に
あ
る
べ
き

か
、
と
い
う
点
に
着
目
し
た
と
き
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
主
眼
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
言
え
る
。
ま
た
、
羅
山
が
『
諺
解
』
に
付
し
た
一
文
か
ら
は
、
治
国
の
綱

領
と
し
て
『
貞
観
政
要
』
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
さ
に
『
貞
観
政
要
昏
昏
』
は
帝
王
学
の
書
と
し
て
、
慶
安
四
年
に
起
草
さ
れ

た
も
の
な
の
で
あ
る
。

三
　
『
貞
観
政
要
諺
解
』
と
『
武
家
勧
忍
記
』

　
さ
て
、
『
武
家
勧
忍
記
』
の
大
名
理
想
論
と
『
貞
観
政
要
諺
解
』
の
君
主
論
を

み
て
き
た
が
、
類
似
す
る
点
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
先
述
し
た
よ
う
に
『
貞

観
謡
講
』
は
、
近
世
以
前
か
ら
知
識
人
階
層
の
認
知
を
得
て
い
た
か
ら
、
直
接

的
な
参
照
と
い
う
よ
う
よ
り
は
、
常
識
的
な
反
映
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
し

か
し
、
『
武
家
勧
忍
記
』
は
確
か
に
『
貞
観
雨
音
』
の
内
容
を
引
用
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
例
え
ば
、
1
9
浅
野
光
晟
の
「
愚
評
」
は
「
貞
観
政
要
日
」
と
し
て

本
文
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
書
名
を
出
し
て
は
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
『
貞

観
政
要
』
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
2
1
鍋
島
光
茂
が
あ
る
。

．
悪
図
上
邪
義
甚
シ
テ
私
欲
食
リ
有
、
諸
士
之
賢
才
ヲ
シ
ラ
ス
、
故
二
賢
ナ
ル

　
ハ
退
キ
直
人
詔
ヒ
者
ハ
日
々
ニ
サ
カ
ン
ニ
近
キ
進
ミ
驕
二
長
ス
ル
故
、
国
家

　
終
二
乱
ル
如

　
こ
れ
は
先
に
あ
げ
た
『
諺
解
』
の
「
暗
君
」
を
説
明
す
る
文
章
に
近
い
。
さ

ら
に
、
『
武
家
勧
忍
記
』
が
『
諺
解
』
に
依
拠
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
示
そ
う
。

　
尚
書
二
我
ヲ
撫
ト
キ
ハ
后
ナ
リ
、
我
ヲ
虐
ス
ル
ト
キ
ハ
灘
ナ
リ
ト
云
リ
。
我

　
ト
ハ
民
ナ
リ
、
民
ヲ
ナ
テ
養
ト
キ
ハ
コ
レ
ヲ
君
ト
ス
、
民
ヲ
ソ
コ
ナ
ヒ
ヤ
フ
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ル
ト
キ
ハ
コ
レ
ヲ
離
ト
ス
。
ツ
、
シ
ム
ヘ
キ
事
ナ
リ
。
荷
卿
モ
イ
ヘ
ノ
ハ

ハ
舟
ナ
リ
、
　
ハ
水
ナ
リ
、
水
ヨ
ク
舟
ヲ
ノ
セ
又
ー
ヲ
ク
ツ
カ
ヘ
ス
。
　
二

　
孔
子
云
ク
、
魚
ハ
水
ヲ
　
ヘ
ハ
ス
ナ
ハ
チ
死
ス
、
水
炉
端
ヲ
　
フ
ト
イ
ヘ
ト

　
モ
・
哲
モ
ト
ノ
水
鳥
。
故
二
士
舜
ノ
天
下
ヲ
治
ル
ニ
日
々
ヲ
ソ
レ
ツ
、
シ
マ
ス

　
ト
云
事
ナ
シ
。
何
ソ
深
ク
思
ヒ
ウ
マ
ク
バ
カ
ラ
サ
ラ
ン
ヤ
。

　
『
武
家
勧
忍
記
』
で
度
々
言
及
さ
れ
る
君
臣
関
係
や
君
民
関
係
に
お
い
て
、

引
用
さ
れ
る
古
語
は
『
附
子
』
と
『
論
語
』
で
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
よ
う
に
、

『
武
家
勧
甲
信
』
の
指
針
と
も
い
え
る
「
教
法
ノ
巻
」
に
お
い
て
二
つ
の
古
語

が
同
時
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
を
み
た
。
そ
し
て
、
右
の
よ
う
に
『
貞
観
政
要
』

で
も
こ
の
古
語
を
鳥
追
に
よ
っ
て
同
時
に
語
ら
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
は
評
者
が
、
『
貞
観
政
要
』
の
内
容
を
判
断
基
準
に
据
え
て
い
る
こ
と
が

い
え
よ
う
。

　
そ
し
て
、
『
諺
解
』
が
『
貞
観
政
要
』
を
書
き
下
し
た
帝
王
学
の
書
で
あ
り
、

『
武
家
勧
忍
記
』
に
数
念
先
行
す
る
も
の
と
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
を
念
頭
に
お

く
な
ら
ば
、
『
武
家
勧
忍
記
』
は
『
諺
解
』
を
単
な
る
評
価
基
準
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
同
じ
趣
旨
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
は
、
大

名
の
帝
王
学
の
書
と
し
て
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
を
幕
藩
制
国
家
論
と
し
て
提
起
し
た
深
谷
克
己
氏
は
、
そ
の
権
力

編
成
を
集
権
的
と
捉
え
た
。
体
制
を
見
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
権
力
が
将
軍
に

あ
る
か
大
名
あ
る
か
と
い
う
強
弱
の
論
理
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ

が
体
制
を
作
り
出
し
て
い
る
と
い
う
視
点
に
た
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

大
名
権
力
、
「
個
別
領
主
権
」
が
体
制
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

機
能
し
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
（
・
）
。

　
こ
れ
を
受
け
る
な
ら
ば
、
『
輩
下
』
や
『
武
家
隠
忍
記
』
の
作
成
さ
れ
た
時
期

は
、
上
記
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
き
で
あ
る
。
『
諺
解
』
の
慶
安

四
年
は
家
禽
治
世
が
ま
さ
に
始
ま
ろ
う
と
す
る
と
き
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
時
を

置
か
ず
し
て
『
武
家
勧
忍
記
』
が
万
治
年
間
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
叢
書
が
と

も
に
天
下
国
家
の
領
主
の
た
め
の
手
本
と
し
て
、
帝
王
学
の
書
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
な
ら
ば
、
『
武
家
勧
忍
記
』
は
大
名
統
制
の
ひ
と
つ
の
方
法
と
い
う
可
能
性

を
も
っ
て
い
る
。

　
藤
田
覚
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
家
光
死
後
、
慶
安
四
年
の
由
比
正
雪
の
乱

を
契
機
に
末
期
養
子
を
認
め
る
な
ど
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
大
名
統
制
が
緩
和
さ

れ
る
。
こ
れ
を
期
に
政
治
方
針
が
そ
れ
ま
で
の
武
断
か
ら
文
治
へ
と
転
換
す
る

と
さ
れ
て
い
る
（
、
）
。
し
か
し
、
大
名
統
制
が
全
く
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
想

像
し
が
た
い
。
推
測
す
る
な
ら
ば
文
治
主
義
的
な
大
名
統
制
法
と
し
て
、
「
大
名

評
判
記
」
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
、
『
武
家
蔓
忍
記
』
は
作
成
さ
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
文
武
両
道
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
粉
飾
を
も
っ
て
、
大
名

に
個
別
領
主
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
、
将
軍
一
大
名
と
い
う
君
臣
関
係
を
遵
守

さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
『
諺
解
』
の
存
在
と
あ
わ
せ
て
考
え

る
と
き
、
阿
部
忠
秋
や
林
家
を
は
じ
め
と
す
る
幕
閣
構
成
員
の
、
家
綱
政
権
を

磐
石
な
ら
ん
と
す
る
政
治
的
意
図
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
最
後
に
『
土
芥
憲
儲
記
』
や
そ
の
他
の
「
評
判
記
」
と
の
関
係
を
述
べ
た
い
。

先
に
引
用
し
た
『
諺
解
』
の
『
棋
子
』
と
『
論
語
』
を
挙
げ
る
部
分
に
は
、
実

は
そ
の
ま
え
に
も
う
ひ
と
つ
の
古
語
が
あ
る
。

　
孟
子
イ
ヘ
ル
事
ア
リ
、
　
宅
臣
如
　
旧
臣
宅
　
　
　
L
　
宅
臣
如
、
馬
臣
宅

　
　
国
臣
如
君
臣
宅
如
増
毛
、
冠
離
ハ
ア
タ
カ
タ
キ
ヲ
云
ナ
リ
。

　
糞
土
ハ
チ
リ
ア
ク
タ
ナ
リ
。
君
ノ
礼
ア
ル
ト
礼
ナ
キ
ト
ノ
不
同
ニ
ヨ
リ
テ
臣

　
下
ノ
ア
イ
サ
ツ
ア
ル
事
ナ
リ
。
臣
ト
シ
テ
ハ
ニ
心
ナ
シ
ト
イ
へ
共
君
恩
ノ
厚

　
薄
目
ヨ
リ
テ
去
ト
去
サ
ル
ト
ノ
義
【
有
】
レ
ハ
、
君
家
ル
人
イ
ツ
ク
ン
ソ
下

　
二
対
シ
テ
無
礼
ナ
ラ
ン
ヤ
。
…
喪
心
節
義
ヲ
立
ル
事
ナ
ク
、
人
倫
ノ
教
ヲ
コ

　
ル
コ
ト
ナ
シ
。
太
平
長
久
ノ
福
ヲ
タ
モ
チ
カ
タ
シ
、
…

　
『
孟
子
』
の
「
土
芥
底
儲
」
で
あ
る
。
『
土
芥
冠
婦
警
』
に
は
『
荷
子
』
の
引

用
も
幾
つ
か
み
ら
れ
る
し
、
『
貞
観
政
要
』
そ
の
も
の
の
引
用
も
あ
る
。
こ
れ
も

ま
た
『
貞
観
政
要
』
『
諺
解
』
そ
し
て
、
『
武
家
勧
忍
記
』
と
い
う
系
統
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
他
の
「
評
判
記
」
も
同
様
で
あ
る
。
そ
し
て

さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
い
え
ば
、
『
武
家
勧
忍
記
』
同
様
、
元
禄
三
年
段
階
で
の
政

治
的
課
題
を
視
野
に
入
れ
た
大
名
統
制
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ

う
か
。
こ
の
点
は
、
林
家
や
幕
府
首
脳
の
動
向
と
あ
わ
せ
て
、
さ
ら
に
考
察
す
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る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
「
評
判
記
」
だ
け
で
な
く
当
時
の
政
道
書
と
の
関
連
も

考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
注
】
（
1
）
金
井
圓
『
土
芥
冠
雛
記
』
（
新
人
物
往
来
社
、
　
一
九
六
八
年
）
「
解
説
」
。

（
2
）
同
前
。

（
3
）
今
回
使
用
し
た
の
は
、
刈
谷
市
立
図
書
館
村
上
文
庫
の
蔵
本
で
、
全
二

〇
巻
（
内
「
国
法
之
巻
」
を
欠
く
）
十
二
冊
で
あ
る
。

（
4
）
大
名
数
は
一
七
〇
名
で
あ
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
評
文
を
欠
く
。
十
六

巻
以
降
は
全
く
評
文
が
な
い
。

（
5
）
今
回
使
用
し
た
の
は
、
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
所
蔵
の
も
の
で
、
全
十

巻
十
冊
で
、
明
暦
三
年
林
春
斎
の
蹟
を
も
ち
、
寛
文
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
寛
文
九
年
と
い
う
刊
記
の
あ
と
に
、
「
荒
川
宗
長
」
と
い
う
名
前
が
印

刻
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
『
貞
観
政
要
』
の
中
国
に
お
け
る
政
治
的
意
義
は
、
布
目
潮
回
『
「
貞
観

政
要
」
の
政
治
学
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。

（
7
）
『
新
釈
漢
文
大
系
　
貞
観
政
要
』
上
巻
、
明
治
書
院
　
一
九
七
八
年
、
「
解

説
」
。

（
8
）
『
近
世
国
家
・
社
会
と
天
皇
』
校
倉
書
房
　
一
九
九
一
年
、
第
三
部
第
二

章
。

（
9
）
『
徳
川
幕
閣
』
中
公
新
書
　
一
九
六
五
年
、
第
四
章
「
官
僚
政
治
へ
の
移

行
」
。
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